
群馬工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 電磁気学演習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 3E017 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子メディア工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 物理学演習II-電磁気学-：鈴木賢二、高木精志：学術図書出版社：978-4873610559
担当教員 五十嵐 睦夫
到達目標
□　スカラーとベクトルの違いを理解し、力や電場をベクトルとして扱うことができる。
□　クーロンの法則を理解し、４個程度の電荷がある場合の合成電場を計算することができる。
□　静電場の意味を理解し、複数の点電荷がある場合について各電荷による電場を計算して合成することができる。
□　積分形のガウスの法則を理解し、対称性がある条件下での電場をガウスの法則に基づいて求めることができる。
□　静電ポテンシャルおよびポテンシャルの原点の意味を理解できる。
□　電場が与えられたとき、静電ポテンシャルを計算することができる。
□　静電ポテンシャルが与えられたとき、電場を計算することができる。
□　静電エネルギーの意味を理解し、複数の電荷がある場合の系全体の静電エネルギーを計算できる。
□　具体的なコンデンサの静電容量の計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準より少し上位の到達レ
ベルの目安 標準の到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

クーロンの法則を理解し,
４個程度の電荷がある場合
の力の合成ができる.また
,静電場の意味を理解し, 複
数の点電荷がある場合に、
各電荷による電場を計算し,
合成することができる.

クーロンの法則を理解し,
2個の電荷がある場合の力
の合成ができる.また,静電
場の意味を理解し, 2個の点
電荷がある場合に、各電荷
による電場を計算し, 合成
することができる.

クーロンの法則を理解し,
2個の電荷がある場合の力
の合成ができるようにする
ための努力をすることがで
きる．また,静電場の意味を
理解し, 2個の点電荷がある
場合に、各電荷による電場
を計算し, 合成することが
できるようにするための努
力をすることができる.

2個の電荷がある場合の力
の合成ができるようにする
ための努力をすることがで
きない.また, 2個の点電荷
がある場合に、各電荷によ
る電場を計算し, 合成する
ことができるようにするた
めの努力をすることができ
ない.

評価項目2

積分形のガウスの法則を理
解し, 対称性がある条件下
で, (i)点電荷, (ii)殻, (iii)電
荷が分布している場合に つ
いて, ガウスの法則から電
場を求めることができる.

積分形のガウスの法則を理
解し, 対称性がある条件下
で, (i)点電荷, (ii)殻に つい
て, ガウスの法則から電場
を求めることができる.

積分形のガウスの法則を理
解し, 対称性がある条件下
で, (i)点電荷, (ii)殻に つい
て, ガウスの法則から電場
を求めることができるよう
にするための努力をするこ
とができる．

対称性がある条件下で, ガ
ウスの法則から電場を求め
ることができるようにする
ための努力をすることがで
きない.

評価項目3

静電ポテンシャルおよびポ
テンシャルの原点について
理解し, 与えられた電場か
ら静電ポテンシャルを計算
することができる. また, 与
えられた静電ポテンシャル
から電場を計算することが
できる.

静電ポテンシャルおよびポ
テンシャルの原点について
理解し, 与えられた電場か
ら静電ポテンシャルを計算
することができる.

静電ポテンシャルおよびポ
テンシャルの原点について
理解し, 与えられた電場か
ら静電ポテンシャルを計算
することができるようにす
るための努力をすることが
できる.

与えられた電場から静電ポ
テンシャルを計算すること
ができるようにするための
努力をすることができない.
また, 与えられた静電ポテ
ンシャルから電場を計算す
ることができるようにする
ための努力をすることがで
きない.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
電磁気学が対象とするものは力学などと違い、 目に見えないことが多い。多くの人にとっては一見難解に感じられるが
、まず問題を解くところから入るのも一つの方法である。また、今まで習ってきた力学との対応関係で理解すると、分
かりやすくなることもある。この演習では、電磁気学の典型的な問題を解くことで電磁気学の諸現象についての理解を
深めることを目的とする。

授業の進め方・方法

・電磁気学Ⅰで学習した内容の理解を深めるため、ベクトル、クーロンの法則、静電場、ガウスの法則、静電ポテンシ
ャル、静電エネルギー、静電容量などのテーマについて、それぞれ典型的な問題を解いてもらう。
・自主的な学習を基本とし、理解度は小テストにて確認していく。
・課題への取り組みを通して理解度の向上を図り、取り組み姿勢に重点を置いた評価をおこなう。
・応用物理演習Ⅰに引き続き、専門工学基礎としての英単語学習を継続する。高専機構が掲げる「英語で仕事ができる
高専生」に準拠した取り組みの一環である。

注意点

・ベクトル, 偏微分, 重積分の知識が必要となる。
・何にも増して自己学習が必須である。
・成績比率は以下のとおりとする。小テストに対して真摯な対応をすることが単位取得の要である。

　　課題および小テスト６０％
　　中間試験２０％
　　定期試験２０％

・中間試験および定期試験の双方のみによる成績と上記の方法による成績のうちの高い方を科目成績として採用する。
・上記による成績では合格点に満たない場合、追加課題が課される。それへの取り組みが単位取得の条件となる。
・中間試験および定期試験に対しては再評価試験を実施する場合がある。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期 3rdQ
1週 ベクトル ・ベクトルの簡単な計算ができる。

・ベクトルの内積や外積が計算できる。

2週 クーロンの法則
・電荷及びクーロンの法則を説明でき、点電荷に働く
力等を計算できる。
・３個以上点電荷があるときの力の合成ができる。



3週 電荷と静電場（１） ・点電荷が作る静電場について説明できる。
・複数点電荷があるときの電場の合成ができる。

4週 電荷と静電場（２） ・電荷分布が与えられたときの静電場が計算できる。

5週 ガウスの法則（１）
・電気力線と電場の関係を説明できる。
・ガウスの法則を用い、平板上の電荷による電場を計
算できる。

6週 ガウスの法則（２）
・ガウスの法則を用い、同心球殻上の電荷による電場
を計算できる。
・ガウスの法則を用い、円柱内に分布した電荷による
電場を計算できる。

7週 ガウスの法則（３） ・ガウスの法則を用い、球内に分布した電荷による電
場を計算できる。

8週 中間試験

4thQ

9週 静電ポテンシャル（１）
・電場が与えられたときの静電ポテンシャルを計算で
きる。
・同心球殻上の電荷による静電ポテンシャルを計算で
きる。

10週 静電ポテンシャル（２）
・円柱内に分布した電荷による静電ポテンシャルを計
算できる。
・静電ポテンシャルが与えられたときの電場を計算で
きる。

11週 静電ポテンシャル（３）
・直線状の電荷による静電ポテンシャルを計算できる
。
・円輪、円盤上の電荷による静電ポテンシャル、電場
を計算できる。

12週 静電エネルギー（１） ・点電荷系の静電エネルギーを計算できる。
・平行平板電極間の静電エネルギーを計算できる。

13週 静電エネルギー（２） ・導体球の静電エネルギーを計算できる。

14週 コンデンサの静電容量（１）
・コンデンサの静電容量を計算できる。
・直並列接続されたコンデンサの合成容量を計算でき
る。

15週 期末試験
16週 コンデンサの静電容量（２） ・コンデンサの静電エネルギーを計算できる。

評価割合
試験 課題および小テスト 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的能力 20 30 50
専門的能力 20 30 50


